
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

埼玉大学大学歌アレンジ・フェスティバル 

埼玉大学大学歌（作詞：遠山悟氏、作曲：横島浩

氏）は、埼玉大学のシンボルとして、作詞作曲とも

に広く公募し、選考により平成 19 年に定められまし

た。親しみやすく埼玉の自然が盛り込まれた歌詞と、

歌いやすく品格のある曲で、応援歌としても歌える

ものです。 
60 周年を記念してこの埼玉大学大学歌の様々な楽

器編成へのアレンジを募集します。入賞作品は今後

各種催しで BGM として活用していきます。 
応募できる方は、埼玉大学の学生・教職員、その

他埼玉大学で働く方、または団体等です。応募期間

は 7 月 21 日（火）から 9 月 4 日（金）で、創立 60
周年記念フェスティバル（むつめ祭と同日開催）に

おいて審査結果の発表・授賞式・公開演奏を予定し

ています。 
詳細については埼玉大学大学歌アレンジ・フェス

ティバル募集要領をご覧下さい。 
 

 

まだお聞きになったことがない方は、一度ＨＰ上でどう

ぞ。 

http://www.saitama-u.ac.jp/guide/song.html 
（埼玉大学ホームページから HOME ＞大学案内＞埼玉大

学大学歌） 

 募集要領は、埼玉大学 HP、各学部学務係窓口、図書館、

生協、ローソン大学情報発信コーナーにて入手できます。



４
月
２
５
日
（
土
）
に
は
第
２
回 

教
養
学
部
・
高

久
健
二
准
教
授
に
よ
る
講
演
「
古
代
の
埼
玉
と
東
ア
ジ

ア
ー
古
墳
時
代
の
対
外
交
流
―
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

荒
れ
模
様
の
天
気
の
中
で
し
た
が
、
４
０
０
名
を
超
え

る
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
の
古
墳
時
代
に
お
け
る

中
国
大
陸
・
朝
鮮
半
島
か
ら
の
影
響
や
、
埼
玉
を
代
表

す
る
遺
跡
で
あ
る
、
さ
き
た
ま
古
墳
群
に
関
す
る
話
題

な
ど
、
詳
し
い
資
料
に
基
づ
く
た
い
へ
ん
熱
の
こ
も
っ

た
講
演
で
し
た
。
講
演
終
了
後
も
十
数
名
の
聴
衆
の
方

が
、
舞
台
上
に
置
か
れ
た
土
器
な
ど
を
囲
ん
で
熱
心
に

話
を
聴
く
姿
が
印
象
的
で
し
た
。 

５
月
２
３
日
（
土
）
に
は
第
３
回 

経
済
学
部
・
齋

藤
友
之
准
教
授
に
よ
る
講
演
「
彩
の
国
は
ど
こ
へ
？
―

道
州
制
下
の
地
方
自
治
―
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

日
は
蒸
し
暑
い
気
候
と
な
り
ま
し
た
が
３
７
０
名
を
超

え
る
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
都
道
府
県
と
道
州
制
、
埼

玉
県
の
位
置
づ
け
、
地
方
自
治
や
自
治
体
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
非
常
に
明
解
な
講
演
で
し
た
。
終
了
後
の
質

疑
応
答
で
は
積
極
的
に
質
問
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

            

     

齋
藤
先
生
の
講
演
の
冒
頭
に
触
れ
ら
れ
ま
し
た
よ
う

に
、
第
１
回
は
主
に
現
在
に
つ
い
て
、
第
２
回
は
は
る

か
な
過
去
、
そ
し
て
第
３
回
は
未
来
に
向
け
て
の
講
演

と
な
り
、
ま
さ
に
連
続
市
民
講
座
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
「
―

埼
玉
の
過
去
・
現
在
・
未
来
を
知
る
ー
」
に
ふ
さ
わ
し

い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た

方
々
、
運
営
に
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
御
礼
申
し 

      

上
げ
ま
す
。 

な
お
第
１
回
・
第
２
回
の
講
演
時
配
付
資
料
が 

SU
C

R
A 

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利

用
下
さ
い
。 

次
回
連
続
市
民
講
座
は
６
月
２
７
日
（
土
）
大
学
院

理
工
学
研
究
科
小
松
登
志
子
教
授
「
埼
玉
の
環
境
を
考

え
る
―
未
来
に
ど
の
よ
う
な
環
境
を
残
す
か
―
」
（
１

４
：
０
０
～
１
５
：
４
０ 

教
養
教
育
１
号
館
３
０
１

講
義
室
）
で
す
。
本
講
座
は
学
生
も
参
加
可
能
で

す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。 

      

記
念
講
演
・
式
典
、
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
コ
ン
サ

ー
ト
シ
リ
ー
ズ
、
む
つ
め
祭
と
同
時
開
催
の
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
、
歴
史
に
関
す
る
展
示
企
画
、
後
援
事
業
等
盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。 

 

          

各
学
部
学
務
係
窓
口
、
図
書
館
、
生
協
、
ロ
ー
ソ
ン

大
学
情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー
に
て
入
手
で
き
ま
す
。 

埼
玉
大
学
６
０
周
年
記
念
連
続
市
民
講
座
「
埼
玉
学
の
す
す
め
ー
埼
玉
の
過
去
・
現
在
・
未
来
を
知
る
ー
」 

（
読
売
新
聞
さ
い
た
ま
支
局
と
の
共
催
）
第
２
回
・
第
３
回
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

【
ア
ン
ケ
ー
ト
の
感
想
】 

 

第
２
回 

・
東
ア
ジ
ア
に
共
通
な
文
化
が
多
々
あ
る
こ
と

は
よ
く
分
か
り
、
な
ぜ
共
通
し
て
い
る
の
か
、

ど
の
よ
う
に
伝
わ
っ
た
の
か
を
知
り
た
い
。

 

・
説
明
が
熱
心
で
分
か
り
や
す
く
、
１
０
年
ぶ

り
に
大
学
で
講
義
を
受
け
、
新
鮮
だ
っ
た
。

 
 

第
３
回 

・
一
般
人
で
も
非
常
に
良
く
分
か
る
内
容
で
、

先
生
自
ら
の
意
見
も
窺
え
た
の
も
良
か
っ

た
。 

・
興
味
を
持
っ
て
い
た
テ
ー
マ
な
の
で
大
変
参

考
に
な
っ
た
。
一
県
民
と
し
て
も
う
少
し
勉

強
し
た
い
。 

創
立
６
０
周
年
を
機
に
、
埼
玉
大
学
の
マ
ス
コ
ッ
ト
と
な
る
よ
う
な
、

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
採
用
さ
れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
は
、
今
年
に
限
ら
ず
、
来
年
以
降
も
い
ろ
い
ろ
な
か
た
ち
で
活
躍
し

て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名
や
そ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
に
込
め
た
思
い
も
あ
わ
せ
て
お
寄
せ
下
さ
い
。
応
募
期
間
は
７
月
２

１
日
（
火
）
か
ら
９
月
４
日
（
金
）
で
、
創
立
６
０
周
年
記
念
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
（
む
つ
め
祭
と
同
日
開
催
）
に
お
い
て
審
査
結
果
の
発
表
・

授
賞
式
・
作
品
公
開
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
埼
玉
大

学
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
募
集
要
領
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

「
埼
玉
大
学
創
立
６
０
周
年
記
念
事
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

（
暫
定
版
）
が
発
行
さ
れ
ま
し
た 

講演終了後、遺跡品について説明する

高久准教授（左） 

齋藤准教授 


